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平成22年
(2010年)

平成27年
(2015年)

平成32年
(2020年)

平成37年
(2025年)

平成42年
(2030年)

平成47年
(2035年)

平成52年
(2040年)

総数 2,374,450 2,304,264 2,209,986 2,112,473 2,009,105 1,902,238 1,790,918

0～14歳 301,708 275,945 246,079 221,170 199,094 184,369 172,845

（割合） 12.7% 12.0% 11.1% 10.5% 9.9% 9.7% 9.7%

15～64歳 1,441,262 1,333,453 1,239,376 1,166,702 1,098,614 1,020,022 924,569

（割合） 60.7% 57.9% 56.1% 55.2% 54.7% 53.6% 51.6%

65歳以上 621,187 685,085 724,531 724,601 711,397 697,847 693,504

（割合） 26.2% 29.7% 32.8% 34.3% 35.4% 36.7% 38.7%

（参考）75歳以上 333,340 359,327 381,169 426,909 449,416 443,029 425,783

（割合） 14.0% 15.6% 17.2% 20.2% 22.4% 23.3% 23.8%

第２章 現況 

新潟県の県土は全国第５位の面積で、政令指定都市である県都の新潟市をはじめとす

る拠点的な都市が各地に形成されている一方で、県境まで中山間地域が広がり、また、

２つの離島を有しています。地形は、日本の国土と同様、南北に長く、西側は日本海に

面し、県境は山に囲まれています。なお、中山間地域では、全国有数の降雪量となって

います。 

１ 人口、世帯数 

(1) 人口  

〇 本県の人口は、既に減少傾向にあり、平成 37（2025）年には 211 万 2,473 人、

平成 52（2040）年には 179 万 918 人と、急速な人口減少が見込まれています。 

〇 年齢構成別には、０～14 歳の年少人口と 15～64 歳の生産年齢人口は経年的に

減少し、平成 22（2010）年と平成 37（2025）年を比較すると、０～14 歳の年少

人口は 30 万 1,708 人から 22 万 1,170 人となり、約８万１千人減少し、15～64 歳

の生産年齢人口は 144 万 1,262 人から 116 万 6,702 人となり、約 27 万５千人減少

すると推計されています。 

〇 一方で、65 歳以上の高齢者人口は、平成 37（2025）年頃にピークを迎え、その

後減少に転じると推計されており、平成 22（2010）年と平成 37（2025）年を比較

すると、約 10 万３千人増加すると推計されています。 

〇 ただし、高齢者人口は減少に転じますが、全体の人口がそれ以上に減少してし

まうため、高齢化率（人口全体に占める 65 歳以上人口の割合）は増加を続け、平

成 37（2025）年には 34.3％に、平成 52（2040）年には 38.7％まで増加すると推

計されています。 

年齢３区分別新潟県人口（現状と将来推計）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：Ｈ22 年～Ｈ27 年「国勢調査」（総務省統計局） 

Ｈ32 年～Ｈ52 年「日本の地域別将来推計人口(Ｈ26.4 月推計)」（国立社会保障・人口問題

研究所） 
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平成22年
(2010年)

平成27年
(2015年)

平成32年
(2020年)

平成37年
(2025年)

平成42年
(2030年)

平成47年
(2035年)

65歳以上の単独世帯数 67,593 80,374 90,380 96,052 100,669 104,808

（単独世帯に占める割合） 31.5% 35.6% 38.7% 40.3% 41.9% 44.0%

75歳以上の単独世帯数 38,965 45,489 50,664 59,132 65,201 66,594

（単独世帯に占める割合） 18.1% 20.2% 21.7% 24.8% 27.1% 28.0%

（参考）単独世帯の総数 214,867 225,519 233,720 238,477 240,188 238,015

新潟県の高齢者人口と高齢化率の推移 

資料：Ｓ50 年～Ｈ27 年「国勢調査」（総務省統計局） 

   Ｈ32 年～Ｈ52 年「日本の地域別将来推計人口(Ｈ26.4 月推計)」（国立社会保障・人口問題 

   研究所） 

 

(2) 世帯数 

〇 65 歳以上、75 歳以上の単独世帯は増加を続け、平成 37（2025）年には、全単

独世帯の 40.3％を 65 歳以上の高齢者世帯が占めると推計されています。 

〇 また、75 歳以上の単独世帯の伸びは大きく、平成 22（2010）年の 38,965 世帯

から平成 37（2025）年には 59,132 世帯となり、約 1.5 倍に増加すると見込まれ

ています。 

 

新潟県における単独世帯数の将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：｢日本の世帯数将来推計(都道府県別推計）」(国立社会保障・人口問題研究所) 
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２ 医療機関、介護保険施設等の整備状況 

(1) 医療機関 

〇  病床数を見ると、新潟圏域が 9,761 床と県内で一番多く、全体の 42.4％を占め

ており、次いで中越圏域の 4,542 床となっています。一番少ないのは佐渡圏域の

580 床です。 

〇 人口 10 万対で見た場合でも、新潟圏域が 1,065.6 床と県内で一番高く、次いで

中越圏域の 1,007.4 床となっています。一番低いのは上越圏域の 886.3 床です。 

 

県内の圏域別病床数（病院及び一般診療所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「平成 26年医療施設調査」（総務省統計局） 

 

 

 

一般病床
人口10
万対

療養病床
人口10
万対

下越圏域 1,898 893.9 1,278 601.9 545 256.7 75 35.3

新潟圏域 9,761 1,065.6 7,042 768.8 2,421 264.3 298 32.5

県央圏域 2,124 929.3 1,460 638.8 546 238.9 118 51.6

中越圏域 4,542 1,007.4 3,608 800.2 841 186.5 93 20.6

魚沼圏域 1,640 956.9 1,235 720.6 335 195.5 70 40.8

上越圏域 2,450 886.3 2,164 782.8 154 55.7 132 47.8

佐渡圏域 580 996.2 494 848.5 86 147.7 － －

計 22,995 993.8 17,281 746.9 4,928 213.0 786 34.0

病院
一般診療所

病床数

病床数
人口10万対
病床数

（参考）

人口10
万対



第２章 現況 

 

8 

 

(2) 介護保険施設等の定員数 

〇 施設の定員数を見ると、「介護老人保健施設」と「介護老人福祉施設（特別養

護老人ホーム）」の２つの定員数は他に比べて多く、両施設定員とも全県で 1 万

人を超えています。 

〇 施設の 65 歳以上人口 10 万対定員数を見ると、「介護老人保健施設」は佐渡圏

域が、「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」は魚沼、上越、佐渡圏域が

多くなっており、施設サービスごとに地域の状況等を考慮した整備が行われてい

ます。 

    

県内の介護保険施設等の定員数 

介護保険施設及び地域密着型サービス 

 
※認知症高齢者グループホーム 
 
その他の高齢者向け住まい 

 
資料：「平成 28年度版 社会福祉施設等名簿」（新潟県福祉保健課） 

介護療養型
医療施設

介護老人
保健施設

介護老人
福祉施設

地域密着型介護
老人福祉施設

看護小規模多機
能型居宅介護

小規模多機能型
居宅介護

認知症対応型共
同生活介護※

定員数 297 1,105 1,254 289 - 362 408
65歳以上

人口10万対
438.8 1632.7 1852.8 427.0 - 534.9 602.8

定員数 599 4,194 5,257 877 112 1,833 864
65歳以上

人口10万対
235.2 1646.8 2064.2 344.4 44.0 719.7 339.3

定員数 241 982 1,319 107 - 311 297
65歳以上

人口10万対
353.6 1440.6 1935.0 157.0 - 456.2 435.7

定員数 446 1,568 2,497 505 54 800 754
65歳以上

人口10万対
331.9 1167.0 1858.4 375.8 40.2 595.4 561.2

定員数 38 603 1,406 261 - 473 361
65歳以上

人口10万対
67.3 1068.3 2490.9 462.4 - 838.0 639.5

定員数 - 1,392 2,248 241 - 681 639
65歳以上

人口10万対
- 1595.6 2576.7 276.2 - 780.6 732.4

定員数 - 400 574 154 - 76 90
65歳以上

人口10万対
- 1735.1 2489.9 668.0 - 329.7 390.4

定員数 1,621 10,244 14,555 2,434 166 4,536 3,413
65歳以上

人口10万対
234.4 1481.1 2104.5 351.9 24.0 655.8 493.5

県央圏域

新潟圏域

下越圏域

合計

佐渡圏域

上越圏域

魚沼圏域

中越圏域

介護保険施設 地域密着型サービス

養護老人
ホーム

軽費老人
ホーム

生活支援
ハウス

定員数 260 220 26
65歳以上

人口10万対
384.2 325.1 38.4

定員数 270 1,069 47
65歳以上

人口10万対
106.0 419.7 18.5

定員数 100 80 18
65歳以上

人口10万対
146.7 117.4 26.4

定員数 340 434 24
65歳以上

人口10万対
253.0 323.0 17.9

定員数 200 210 38
65歳以上

人口10万対
354.3 372.0 67.3

定員数 150 384 81
65歳以上

人口10万対
171.9 440.2 92.8

定員数 100 50 0
65歳以上

人口10万対
433.8 216.9 0.0

定員数 1,420 2,447 234
65歳以上

人口10万対
205.3 353.8 33.8

県央圏域

新潟圏域

下越圏域

合計

佐渡圏域

上越圏域

魚沼圏域

中越圏域



第２章 現況 

 

9 

 

３ 医師及び看護師数 

〇 医師数を見ると、過半数が新潟圏域で従業しており、人口 10 万対で見ても新潟圏

域に集中している一方で、魚沼、県央圏域では低い値であり、圏域によって差が見

られます。（ただし、大学での教員や研究者も含まれています｡） 

〇 人口 10 万対医師数を見ると、新潟圏域のみ全国平均を上回っていますが、その他

の圏域では全国平均未満となっています。（新潟県平均 200.9） 

〇 また、看護師数を見ると、人口 10 万対では医師ほどの大きな違いは見られません

が、新潟、中越圏域が比較的高く、県央圏域が一番低い状況となっています。また、

下越、県央圏域以外は全国平均を上回っています。（新潟県平均 906.5） 

 

医師数（従業地による集計） 

 

資料：「平成 26年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働省） 

注：「その他の業務の従事者」及び「無職の者」は、住所地で計上しています 

 

看護師数（従業地による集計） 

 
資料：「平成 26年衛生行政報告例」（厚生労働省） 
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４ 入院患者の流出入状況 

(1) 全体の入院受療動向 

〇 入院患者全体の受療動向を見ると、新潟、中越、上越圏域では完結率（自分の

住んでいる圏域に所在する医療機関に入院している割合）が非常に高く、９割を

超えている一方で、県央、魚沼圏域では、７割台前半となっています。 

〇 新潟圏域には全県からの流入が見られ、特に下越、県央、佐渡圏域から多く流

入しています。 

※ 受療動向データは、「新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院（以下、

「魚沼基幹病院」という。）」が開院する前の状況（平成 25 年 10 月調査）です

が、第４章に記載している地域医療構想における将来の病床数の推計値は、開院

の影響を考慮したものとなっています。 

 

疾病、圏域別受療動向（患者住所地ベース） 

（病院及び診療所における入院患者数（一般・療養病床のみ）） 

 

 資料：「平成 25年新潟県保健医療需要調査」（新潟県福祉保健課） 

 

(2) 疾病等の分類別に見た入院受療動向 

   〇 悪性新生物（がん、白血病など）の流出入状況を見ると、新潟、中越、上越圏

域の完結率は９割を超えて非常に高くなっている一方、県央、魚沼圏域では完結

率が低く、県央圏域からは新潟圏域と中越圏域へ、魚沼圏域からは中越圏域への

流出が多く見られます。また、全体的に新潟圏域へ流出していることが確認でき

ます。 

   〇 脳血管疾患については、ほとんどの圏域が９割前後の完結率となっていますが、

県央圏域については完結率が７割台となっており、２割以上が新潟圏域に流出し

ています。 

 

 

 

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 83.1% 16.4% 0.2% 0.3% - - - 100.0%

新潟圏域 2.4% 95.4% 1.4% 0.6% - 0.1% 0.0% 100.0%

県央圏域 0.3% 22.1% 70.6% 6.8% 0.1% 0.1% 0.0% 100.0%

中越圏域 0.1% 3.6% 2.9% 92.8% 0.4% 0.2% 0.0% 100.0%

魚沼圏域 0.4% 2.2% 0.5% 21.6% 74.8% 0.5% - 100.0%

上越圏域 0.1% 1.8% 0.0% 3.2% 0.0% 94.8% - 100.0%

佐渡圏域 0.3% 12.7% - 0.2% - 0.3% 86.5% 100.0%

県外 17.8% 39.4% 5.4% 16.8% 7.4% 11.8% 1.3% 100.0%

医療機関所在地

患
者
住
所
地
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〇 心疾患については、下越、新潟、中越、上越、佐渡圏域で９割を超える完結率

となっていますが、県央、魚沼圏域の完結率が低くなっており、県央圏域からは

新潟圏域と中越圏域へ、魚沼圏域からは中越圏域へ流出しています。（他の疾病

と異なり、県央圏域からの流出において、新潟圏域よりも中越圏域の方への流出

が多いことが特徴的です｡） 

〇 糖尿病については、下越、新潟、上越、佐渡圏域で９割を、中越、魚沼圏域で

８割を超える完結率となっていますが、県央圏域は６割台となっており、４割近

くが新潟圏域へ流出しています。 

〇 救急医療については、下越、新潟、中越、上越、佐渡圏域で９割を超える完結

率となっていますが、県央、魚沼圏域の完結率が低くなっており、県央圏域から

は新潟、中越圏域へ、魚沼圏域からは中越圏域への流出が多く見られます。 

   〇 周産期医療※については、下越、新潟、中越、上越圏域で８割以上の完結率とな

っていますが、県央、魚沼、佐渡圏域の完結率が低くなっており、県央圏域から

は新潟、中越圏域へ、魚沼圏域からは中越圏域へ、佐渡圏域からは新潟圏域への

流出が多く見られます。また、全体的に新潟圏域へ流出していることが確認でき

ます。 

   〇 小児医療については、新潟、中越圏域は８割以上の完結率となっていますが、

その他の圏域は流出が多く、新潟、中越圏域へ集中しています。 

  

悪性新生物における入院受療動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 73.6% 26.4% - - - - - 100.0%

新潟圏域 1.4% 97.4% 1.2% - - - - 100.0%

県央圏域 - 27.7% 61.9% 10.4% - - - 100.0%

中越圏域 - 4.7% 1.2% 93.6% 0.5% - - 100.0%

魚沼圏域 - 3.6% 0.7% 54.3% 40.6% 0.7% - 100.0%

上越圏域 - 2.3% - 0.6% - 97.2% - 100.0%

佐渡圏域 - 25.3% - - - 1.3% 73.3% 100.0%

県外 22.7% 72.7% - 4.5% - - - 100.0%

患
者
住
所
地

医療機関所在地
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脳血管疾患における入院受療動向 

 
 

心疾患（高血圧性を除く）における入院受療動向 

 

 

糖尿病における入院受療動向 

 

 

 

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 94.4% 5.6% - - - - - 100.0%

新潟圏域 3.2% 95.7% 0.9% 0.2% - - - 100.0%

県央圏域 - 24.0% 74.7% 1.3% - - - 100.0%

中越圏域 - 2.1% 6.2% 91.0% 0.6% - - 100.0%

魚沼圏域 - - 0.8% 12.1% 87.1% - - 100.0%

上越圏域 - 1.0% - 0.5% - 98.6% - 100.0%

佐渡圏域 - 7.6% - - - - 92.4% 100.0%

県外 20.8% 29.2% 8.3% 12.5% 12.5% 8.3% 8.3% 100.0%

医療機関所在地

患
者
住
所
地

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 92.0% 6.9% 1.1% - - - - 100.0%

新潟圏域 2.8% 96.9% 0.3% - - - - 100.0%

県央圏域 - 18.5% 56.9% 24.6% - - - 100.0%

中越圏域 - - 1.9% 98.1% - - - 100.0%

魚沼圏域 - 1.1% - 22.2% 75.6% 1.1% - 100.0%

上越圏域 - - - 3.3% - 96.7% - 100.0%

佐渡圏域 - 7.3% - - - - 92.7% 100.0%

県外 66.7% 11.1% - 22.2% - - - 100.0%

患
者
住
所
地

医療機関所在地

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 100.0% - - - - - - 100.0%

新潟圏域 1.4% 97.1% 1.4% - - - - 100.0%

県央圏域 - 37.9% 62.1% - - - - 100.0%

中越圏域 - 6.5% 4.3% 89.1% - - - 100.0%

魚沼圏域 - 3.1% - 9.4% 87.5% - - 100.0%

上越圏域 - - 3.2% - - 96.8% - 100.0%

佐渡圏域 - - - - - - 100.0% 100.0%

県外 50.0% 50.0% - - - - - 100.0%

医療機関所在地

患
者
住
所
地
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救急医療における入院受療動向 

 
※救急車搬送もしくは救急外来の患者を集計したもの 

 

周産期医療における入院受療動向 

 

※ＩＣＤ－10（疾病、傷害及び死因に関する国際的な統計分類）における「妊娠、分娩及び産じ

ょく」及び「周産期に発生した病態」を集計したもの 

 

小児医療における入院受療動向 

 
※０～14歳の入院患者を集計したもの 

資料：「平成 25年新潟県保健医療需要調査」（新潟県福祉保健課） 

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 91.5% 8.0% - 0.4% - - - 100.0%

新潟圏域 1.7% 96.6% 1.4% 0.4% - - - 100.0%

県央圏域 0.4% 11.6% 79.1% 8.8% - - - 100.0%

中越圏域 - 1.4% 0.7% 97.6% 0.2% 0.2% - 100.0%

魚沼圏域 0.6% 1.7% - 19.9% 77.8% - - 100.0%

上越圏域 - 0.2% - 0.7% - 99.1% - 100.0%

佐渡圏域 - 4.2% - - - - 95.8% 100.0%

県外 10.8% 35.1% 2.7% 16.2% 8.1% 24.3% 2.7% 100.0%

患
者
住
所
地

医療機関所在地

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 87.5% 12.5% - - - - - 100.0%

新潟圏域 6.8% 87.8% 1.4% 1.4% - 2.7% - 100.0%

県央圏域 - 10.5% 71.1% 10.5% 2.6% 5.3% - 100.0%

中越圏域 1.4% 4.1% 1.4% 87.7% - 4.1% 1.4% 100.0%

魚沼圏域 5.6% 5.6% - 11.1% 77.8% - - 100.0%

上越圏域 2.3% - - 4.5% - 93.2% - 100.0%

佐渡圏域 - 60.0% - - - - 40.0% 100.0%

県外 3.0% 30.3% 9.1% 9.1% 15.2% 30.3% 3.0% 100.0%

医療機関所在地

患
者
住
所
地

下越圏域 新潟圏域 県央圏域 中越圏域 魚沼圏域 上越圏域 佐渡圏域 総計

下越圏域 74.6% 22.0% 3.4% - - - - 100.0%

新潟圏域 6.4% 83.3% 6.4% 2.6% - 1.3% - 100.0%

県央圏域 - 21.3% 73.3% 4.0% - 1.3% - 100.0%

中越圏域 - 9.8% 3.0% 87.1% - - - 100.0%

魚沼圏域 11.8% 17.6% - 23.5% 41.2% 5.9% - 100.0%

上越圏域 1.3% 15.6% 1.3% 16.9% - 64.9% - 100.0%

佐渡圏域 - 30.8% - - - - 69.2% 100.0%

県外 3.1% 40.6% 6.3% 21.9% 9.4% 15.6% 3.1% 100.0%

患
者
住
所
地

医療機関所在地


